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F-アクチン結合蛋白質アファディンはマルチドメイン分子であり、各々のドメインに特有の分子を結合し、協働して細胞機

能を制御する。アファディンには多数のスプライシングバリアントが存在する。申請者は、アファディン複合体のプロテオ

ミクス解析を行った結果、多数の既知・未知のアファディン結合タンパク質を同定したが、意外なことに、短いバリアント

である s-アファディンにより強く結合する分子を複数見出した。このことは、スプライスバリアントによる結合領域の有無

といった単純な仮説では説明出来ない。そこで本共同研究では、アファディンのドメイン構成を構造学的に解析することに

よってこの問題を解決する糸口を見出すことを目的とした。共同研究の結果、哺乳類細胞から、電顕構造解析に適した条件

を満たし、かつ十分量の各種アファディンを精製する系の確立に成功した。引き続き、アファディン電顕構造の取得に向け

た電顕試料の最適化を検討中である。 
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